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３．令和元年度の研究の特筆すべき成果 

 

１）極大クリーク全列挙問題の時間計算量に関する長年の未解決問題を解決した．その発表論

文(WALCOM 2021, LNCS 12635)は Theoretical Computer Science誌特集号へ招待された．その

Reviewの内に，下記のように記述された． 

Cliques and enumeration of cliques are important; in many graph algorithms (in theory 

and practice), this is used as a subroutine. I expect that this paper will get a fair 

share of citations, as it gives relevant and interesting information on this important 

problem, and think it may become one of the better known papers of WALCOM. 

本論文の基本となる下記論文は  Theoretical Computer Science Top Cited Article 

2005-2010(最高被引用論文賞)，TCS Top Cited Article 2006 (in TCS Top Cited Articles 

1975-2014) を受賞，Google Scholar における最新被引用文献数は約 800件に達している． 

Etsuji Tomita, Akira Tanaka, Haruhisa Takahashi, " The worst-case time complexity for 

generating all maximal cliques and computational experiments," Theoretical Computer 

Science, vol. 363, Issue 1, pp.28-42 (2006) 

 

２）ストリームデータを対象とした類似検索において、データベースが多数のデータストリー

ムで構成されるモデルを初めて取扱い、枝刈りベースの k-NN探索問題に対する厳密解法とレン

ジ探索問題に対する近似解法を開発した。とくに後者は、SNS 上での類似ユーザ探索を応用と

して想定し、ストリームに到着するデータがツイートのようなテキストであるモデルになって

いる。つまり、ユーザをテキスト集合で特徴表現し、ユーザの類似性をテキスト集合の類似度

から判定する。テキスト集合間の類似度を、オンライン 2部グラフマッチングに帰着して求め

る点も本研究の特色である。本研究は類似ユーザを高速発見することを可能にし、類似ユーザ



が好む商品を推薦するといった情報推薦システムの効率化に寄与する。 

 

３）グラフの全ての辺を K_3（３点クリーク）で覆う問題「広義 K_3 辺被覆問題」を扱った。

グラフの辺や頂点をクリークで被覆・分割する問題は従来より存在するが、本問題は「K_3 の

辺のグラフからの食み出し」を認めている点が異なる。この食み出しを認めることは応用上重

要である。我々は本問題が NP完全であることを示し、「グラフ中の K_3の数」または「木幅」

に対する線形の FPTアルゴリズムを与えた。 

 

４）マッチ３ゲームとは盤面上のアイテムの移動により同色のアイテムを並べて消すゲームで

あるが、これまで単純な移動のみを許すゲームについてその計算複雑さが示されていたが、現

在広く遊ばれているゲームで可能な連続移動を許した場合について、その計算複雑さを示した。 

 

４．令和元年度の研究成果の公表実績 

 

該当なし 

 

５． 外部資金の獲得状況 
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６． 今後の研究発展 

 

今後の研究発展 

 

引き続き、文部科学省科学技術人材育成費補助事業・データ関連人材育成プログラム・データ

アントレプレナーフェロープログラムからの流れを受けて、AI技術、データサイエンス、量子

コンピュータ等、社会から求められる実践的課題設定のもとで、ソフトウェア（人工知能アプ

リケーション）の開発研究をより一層高度化させていく。 



 

政府の「AI戦略 2019」のもとで策定された「数理・データサイエンス・AI（応用基礎レベル）

教育プログラム」の認定の募集が、2022年の年明けから開始されるので、その応募に向けた準

備を進めていく。 
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